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o集スい臼
国いホるの
内、1万午
かフル博後
らオに会、
は1日場麗
石ラ韓の水
垣ムの力市
英が海ンで
一開女フ開
副か25アか

を人海を知
中がのば事
心出博じゃ
に席物め木
1館、下
5ま、震憲
Oた研羽一
人韓究商“
が国者工烏
集側な会羽
いもど議冒I
、学計所市
会生60、長

§鋳爵
こご豊書窪
のをのなか
日歌海い、
初つ女で今
めてた漁も
て花ちをウ
会をがすエ
つ添弓るツ
たえ壱長卜
ばた州崎ス
かoお県1
りけ壱ツ

一

言
ス

韓
国
で
開
催
中
の
震
水
万
博
で
四
日
に
開
か
れ
た
日
韓
海
女
フ
ォ
ー
強
く
参
加
堵
麺
心
に
響
い
た
。

１
ラ
ム
「
海
女
の
集
い
」
を
、
南
伊
勢
町
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
、
国
内
各
続
く
「
相
差
音
頭
」
の
手
踊
り

地
の
漁
村
を
訪
ね
歩
き
、
数
々
の
紀
行
文
を
出
版
し
て
い
る
川
口
祐
・
で
会
場
は
盛
り
上
が
り
、
そ
れ
に

ニ
さ
ん
（
帥
）
が
取
材
し
た
。
両
国
共
同
で
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
加
え
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
磯

産
登
録
を
目
指
す
海
女
文
化
。
帰
国
し
た
川
口
さ
ん
は
即
日
、
毎
日
新
の
沈
下
で
、
ま
だ
漁
場
が
回
頓
叱

閏
社
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様
子
と
海
女
へ
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
文
を
寄
…
墜
訂
諦
喝
鵠
諾
翻
蝿

せ
た
。

震
韓
海
童
フ
ォ
Ｉ
ラ
ム
ル
ポ

心
し

1

ill口祐二さん

っ
た
と
い
う
意
義
を
持
つ
。

い
ま
、
世
界
に
約
７
０
０
０
人

の
海
女
が
い
る
。
日
本
２
０
０
０

人
、
韓
国
５
０
０
０
人
と
見
て
よ

い
が
、
加
年
前
に
比
べ
れ
ば
日
本

は
６
分
の
１
の
減
少
で
あ
る
。
我

々
は
、
海
女
の
激
減
に
心
を
致
す

べ
き
だ
。
沿
岸
漁
業
の
環
境
悪
化

に
よ
る
磯
根
資
源
の
枯
渇
、
つ
ま

り
、
磯
に
ア
ラ
メ
が
育
た
ず
、
ア
に

１
１
１

ワ
ビ
が
取
れ
な
い
、
サ
ザ
エ
が
少

な
い
と
い
う
現
実
か
迄
目
を
そ
ら

し
て
は
な
ら
な
い
。
「
潜
い
て
も
、

と
る
も
の
が
な
く
て
は
仕
事
に
な

ら
ん
」
と
い
う
海
女
の
嘆
き
に

耳
を
貸
そ
う
。
済
州
島
も
磯
の
汚

れ
が
目
立
ち
、
ア
ワ
ビ
の
水
揚
げ

は
減
っ
た
、
と
海
女
は
訴
え
て
い

る
。海
は
ひ
と
続
き
だ
。
海
女
が
安

心
し
て
潜
け
る
漁
場
の
復
興
こ
そ

が
急
務
で
あ
る
。
海
女
文
化
を
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
達
産
へ
と
願
う

な
ら
ば
、
こ
の
視
点
を
を
見
落
と

し
て
は
な
ら
な
い
。
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今
年
の
秋
、
ｎ
月
４
日
の
こ
と
で
あ
る
．

い
さ
さ
か
旧
聞
に
属
す
る
が
、
私
は
岩
手

県
山
田
町
に
お
住
ま
い
の
沼
崎
喜
一
さ
ん

に
会
っ
た
。
あ
の
大
災
害
を
被
っ
た
町
の

町
長
と
し
て
、
廻
年
７
月
ま
で
町
の
復
興

に
陣
頭
指
揮
を
執
っ
た
人
で
あ
る
。

三
重
県
主
催
の
津
波
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
南
伊
勢
町
五
ヶ
所
浦
の
町
民
文
化

会
館
で
あ
り
、
「
生
か
さ
れ
て
明
日
へ
ｌ

東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
Ｉ
」
と

題
す
る
講
演
の
た
め
に
来
町
さ
れ
た
。

「
と
に
か
く
逃
げ
る
こ
と
で
す
。
高
い
所

へ
逃
げ
る
こ
と
。
最
悪
の
場
合
を
考
え
て

行
動
す
る
こ
と
で
す
。
津
波
が
来
た
ら
、

何
は
さ
て
お
い
て
も
、
一
人
ひ
と
り
が
自

分
で
逃
げ
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
私
の
町
に
船
越
と
い
う
地
区
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
の
堤
防
は
高
さ
が
“
ｍ

あ
り
ま
す
ｃ
そ
れ
だ
け
の
高
さ
で
も
今
回

の
津
波
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
ｃ

今
あ
る
施
設
を
過
信
し
て
は
い
け
な
い
の

で
す
。
」

沼
崎
さ
ん
の
講
演
の
一
部
で
あ
る
。
高

台
に
避
難
し
た
が
、
忘
れ
物
を
取
り
に
戻

っ
て
犠
牲
に
な
っ
た
人
も
大
勢
い
た
、
と

も
話
さ
れ
て
い
た
。

１
９
４
４
年
（
昭
和
甥
年
）
廻
月
の
東

南
海
地
一
震
に
よ
る
津
波
で
は
、
当
時
の
北

牟
婁
郡
錦
町
（
現
在
の
度
会
郡
大
紀
町
錦
）

で
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
戦
争

中
の
こ
と
で
、
米
を
取
り
に
戻
っ
て
流
さ

れ
た
人
が
何
人
か
い
た
。
あ
れ
か
ら
優
に

銘
年
以
上
も
た
っ
て
い
る
が
、
今
ま
だ
見

薬
醗
鯵
蒔
髄
遥
遥
善
蕊
ぐ
瀞

三
重
大
学
客
員
教
授
鞄
エ
ッ
セ
誠
ス
ト

、
跡
着
実
と
敏
蕊
瞳

川
錘
且
》
祐
剰
二

亀
裂
が
あ
っ
た
。
・
担
任
の
教
師
は
．
師
範
学
“

校
を
出
た
て
の
若
い
青
年
で
あ
っ
た
が
へ

津
波
が
来
る
か
も
わ
か
ら
な
い
、
》
高
い
所

へ
登
ろ
う
、
と
全
員
に
声
を
掛
け
べ
先
頭

に
立
つ
と
細
い
道
を
駆
け
あ
が
や
た
ｂ
三

本
峰
松
と
い
わ
れ
る
城
跡
で
私
た
ち
は
津
波
を

見
た
の
で
あ
る
。

・
目
の
前
の
葛
島
が
、
潮
が
引
い
て
ぐ
ん

ぐ
ん
す
そ
ひ
ろ
が
り
に
大
き
く
な
っ
て
い

く
の
を
見
た
。
津
波
は
引
き
潮
の
あ
と
か

ら
来
た
。
目
の
下
に
ア
ジ
を
釣
る
小
舟
が

あ
っ
た
。
舟
は
波
に
押
さ
れ
て
湾
奥
の
方

角
に
流
れ
た
か
と
思
う
と
、
帰
る
波
と
と

も
に
沖
へ
押
し
出
さ
れ
た
。
そ
ん
藷
な
こ
と

を
三
度
繰
り
返
し
た
と
記
憶
す
る
。
五
ヶ

所
湾
で
は
い
く
つ
か
の
湾
奥
の
集
落
が
波

に
つ
か
っ
た
。
チ
リ
地
震
津
波
も
あ
っ
た
。

だ
か
ら
津
波
は
他
人
事
で
な
い
の
で
あ
る
。

私
の
住
む
五
ヶ
所
浦
の
中
央
に
細
い
道

が
、
坂
道
の
ま
ま
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
。

保
育
園
は
地
区
の
避
難
場
所
で
あ
る
。
こ

の
道
を
拡
幅
し
て
、
一
旦
緩
急
の
際
の
た

め
に
備
え
よ
、
と
い
う
声
が
住
民
か
ら
出

て
き
た
。
今
ま
で
防
災
訓
練
に
参
加
し
な

か
っ
た
入
た
ち
が
、
京
一
日
本
大
震
災
の
後

に
行
事
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
の

道
で
は
駄
目
だ
と
体
感
し
た
の
で
あ
る
。

安
全
安
心
と
い
う
暮
ら
し
を
望
む
な
ら
ば
、

行
政
と
住
民
と
が
話
し
合
い
、
結
論
を
だ

す
こ
と
で
、
そ
れ
は
実
現
さ
れ
る
。
・
金
が

な
い
か
ら
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
。
着
実
に

そ
し
て
敏
速
に
と
い
う
姿
勢
を
行
政
に
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
本
の
道
が
、

本
当
の
地
方
自
治
の
精
神
を
育
て
る
こ
と

私
も
、
能
年
前
の
東
南
梅
》
地
震
を
体
験

し
て
い
る
。
小
学
校
雲
時
は
国
民
学
蓮

六
年
生
で
あ
っ
た
９
冬
の
日
の
午
後
婿
ぐ

ら
ぐ
ら
つ
と
大
き
な
揺
れ
が
来
た
わ
全
員

が
我
先
に
と
運
動
場
ぺ
出
巽
侮
わ
ら
草
履

の
者
が
早
く
、
運
動
靴
の
何
人
か
は
ひ
と

足
遅
れ
た
。
運
動
場
に
ほ
中
央
に
大
き
な

つ
か
ら
な
い
人
が
い
る
。

銘
年
前
の
東
南
海
地

Ⅱ

震
を
体
験

に
つ
な
が
る
。

災
害
は
地
震
津
波
だ
け
で
は
な
い
。
台

風
が
あ
る
。
熊
野
灘
沿
岸
は
台
風
銀
座
だ

と
い
わ
れ
る
Ｑ
伊
勢
湾
台
風
と
い
う
有
史

以
来
、
初
め
て
と
い
っ
て
い
い
災
害
が
あ

っ
た
。
近
年
で
は
２
０
１
１
年
９
月
３
日

か
ら
４
日
に
か
け
て
の
台
風
廻
号
が
、
熊

野
地
方
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
沖
を
ゆ
く
船
舶
の
遭
難

も
多
い
。

・
昭
和
皿
年
８
月
調
日
か
中
国
船
華
戊

輪
号
が
当
時
の
宿
田
曽
村
の
田
曽
三
崎
に

座
礁
す
る
と
い
う
遭
難
事
故
が
あ
っ
た
。

船
は
４
，
２
４
９
ト
ン
の
貨
物
船
で
、
横

浜
か
ら
上
海
へ
帰
る
途
中
台
風
に
遭
い
、

三
つ
島
と
い
う
岩
礁
に
乗
り
あ
げ
た
。
村

で
は
半
鐘
を
乱
打
し
、
人
を
集
め
村
民
３

０
０
人
の
敏
速
な
救
助
活
動
で
別
人
の
乗

組
員
全
員
を
助
け
た
。
当
時
の
朝
日
新
聞

に
は
、
「
嵐
の
中
に
宿
田
曽
村
民
の
活
躍
、

美
し
い
国
際
愛
」
※
と
い
う
見
出
し
が
躍

っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
と
き
、
宿
田
曽
地
区

の
漁
民
は
素
早
い
行
動
を
と
う
た
。
遠
洋
・

漁
業
船
員
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
、
義
援

金
と
救
援
物
資
を
集
め
た
。
一
日
で
加
万

円
の
金
円
と
保
冷
車
一
台
分
の
衣
料
品
な

ど
が
集
ま
っ
た
。
そ
れ
ら
は
海
を
渡
っ
た
。

船
は
地
元
の
巻
き
網
船
で
あ
っ
た
。
船
に

は
ボ
ー
ト
が
積
載
さ
れ
て
お
り
、
幸
い
三

陸
の
漁
師
も
乗
っ
て
い
た
。
途
中
、
清
水

港
で
缶
詰
を
積
み
足
し
た
。
南
伊
勢
町
の

漁
民
の
真
心
は
ま
ず
宮
城
県
の
鮎
川
で
、

そ
し
て
、
岩
手
県
の
久
慈
の
港
で
被
災
者

の
手
に
届
い
た
。

・
敗
戦
後
間
も
な
い
昭
和
魂
年
９
月
過
，

日
夜
中
に
、
こ
の
村
で
大
火
災
が
あ
り
、

弱
戸
が
全
焼
し
た
。
物
資
欠
乏
の
時
代
い

ち
早
く
救
護
の
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
た

の
が
、
気
仙
沼
や
女
川
と
い
っ
た
三
陸
の

漁
港
の
人
び
と
で
あ
っ
た
。
村
人
た
ち
は
、

あ
の
と
き
の
恩
を
忘
れ
ず
に
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
加
年
の
中
国
船
員
の
救
助
と
い
畷

今
回
の
大
震
災
の
被
災
地
〈
の
見
舞
い
と

い
い
、
着
実
か
つ
敏
速
な
行
動
が
あ
っ
た
。

沼
崎
さ
ん
は
講
演
の
中
で
、
復
興
に
は

早
く
と
も
加
年
は
か
か
る
だ
ろ
う
、
と
言

わ
れ
た
。
気
仙
沼
に
住
む
私
の
友
人
か
ら

の
手
紙
で
は
、
鋤
年
か
か
．
っ
て
元
通
り
に

な
る
だ
ろ
う
か
と
あ
っ
た
Ｐ
他
所
へ
去
っ

た
人
た
ち
を
ど
う
呼
び
も
ど
す
の
か
道

は
遠
い
。

・
東
京
に
い
る
選
良
た
ち
の
何
入
が
、
今
、

東
北
の
被
災
地
の
人
び
と
に
思
い
を
馳
せ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
政
争
に
明
城
暮
れ
る

だ
け
の
毎
日
で
、
・
筆
そ
こ
に
鍵
騨
の
四
号
（
着

実
さ
）
も
ｇ
の
①
号
（
敏
速
さ
）
の
．
ひ
と

か
け
ら
も
な
い
。
あ
れ
か
ら
早
く
も
二
年

に
な
る
。
一
部
の
政
治
家
は
、
小
異
を
捨

て
て
何
と
や
ら
《
・
な
ど
と
う
そ
ぶ
く
が
、

被
災
地
の
人
び
と
の
暮
ら
し
を
立
て
直
す

こ
と
が
、
小
異
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

我
々
の
声
が
小
さ
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。

※
１
９
３
５
年
８
月
釦
日
『
朝
日
新
聞
（
大
阪
）
」
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全国晦女」数の変遷一覧表

、1934③1938④1956⑤1965

彦
十
十
十
十
十
十
十

〈
Ｕ
「
上
一
戸
○
房
ｉ
〈
Ｕ
ｎ
〉
〈
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
〉
（
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
ｄ
ハ
Ｕ
房
Ｉ
（
ｂ
（
Ｕ
、
ろ
Ｆ
Ｄ
ｎ
Ｕ
行
Ｄ
ｎ
Ｕ
向
ｉ
《
ｂ
〔
Ｕ
一
Ｆ
、
４
《
Ｆ
Ｄ
ｑ
》
ｎ
〕
人
生

（
ろ
寸
上
Ｆ
Ｄ
戸
、
Ｑ
》
〔
Ｉ
毎
Ｉ
勺
上
ワ
臼
只
〕
。
１
《
１
上
へ
色
○
色

１

０
１
１
１
９
１
１
１

２⑥８
２
↑
６
０
一
一
一
０
３
１
４
－
９
０
６
３
４
径
５
壱
５
－
６
３
２
－
６
５
５
１
７
２

ワ
』
列
哉
刈
ま
九
詮
《
６
１
上
Ｅ
Ｕ
Ｑ
Ｊ
ワ
ー
○
○
負
Ｕ
虞
Ｕ
州
云
刻
云
Ｑ
〉
〔
″
ｆ
句
皇
ｎ
色
ｎ
ｏ
４
云
匡
Ｊ
ワ
ー
Ｑ
Ｕ

Ｑ
ｕ
ワ
ム
１
上
１
Ｌ
１
Ｌ
ｎ
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計 12913-

④東邦大学・額田年調査（20県海女あり）
伽の水産庁企画課に昭和40年頃として記
されている数、宮崎15を足すと合計数字に

なる。（26県に海女あり）

⑥大喜多甫文調査（23県に海女あり）
⑦水産庁企画課調査（24県に海女あり）
③海の博物館調査（18県に海女あり）
☆‐印しは､調査対象県に記載なしの熊本県

（）印しは男女の総計で記載されている。

①千葉県社会課調査・昭和6年（22県海女あり）
②西武夫調査（22県に海女あり）
③水産局漁政課・徳久三種調査（15県海女あり）
．この数字は「海女の分布の生態学的考察j
香原志勢から引用したが、額田年の④にも
同じ引用があり、合計が9570となっている。

その数字のちがいは､･香原が静岡471、山口

150としているのを額田は静岡741、山口

130としていることによる。

〃0.3



平成22（2010）年海女分布県図

数字は海女数○は昭和53(1978)年には海女のいた県
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伊勢志摩元気プロジェクト賢島大学1月教養講座メモ 2013．1．17

演題：蘇れ命の海･紳の大切さを課たる

講師：川口祐二（三重大学特任教授､瓜旧Kふるさと通信員）

場所：代々木高等学校ホール

ァラ批抵｣髪伊T制仙郷帆vi-̂ni'/t(̂/C)
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⑭髪義伽さ秋に7'~亀'1年，臭
碑崇0*と州、

叫蝿鮮械-脚鱗②州友偽伽海老久加ハ
【次回の講座案内】 スクい〈手金2月21日（木)10:00～代々木高校

テーマ：元気プロジェクトが動かす明日の志摩（1年間のまとめの方向で討論会）

コーデイネイター：一色真司（代々木高校長､賢島大学代表）

【お知らせ】

来年度も開設予定で､現在志摩市協働提案事業へ申請(岡田財団は3年限度で最終年度）

・開設にあたり希望はありませんか｡申し出てください。

慨伽f丁(ｼ5切傷'てｲ7フ
Mﾊ今


